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蝋の繍，糠については無の方maがある・これ勲紗の齢あるが備黙儀影繰轍ぽ
し，『繭解舘綜蜘懸質等に関係を衡するものであこ）1蹴り脚）A）P）。署奢等の・・一・入は曾て解欝抵抗がi、嚢

縣成績と密接な関係を府する蕪を馴止1し期，共の隆盛数の研究奢により閥様の察鱗が総められ℃属ゐ

1【）12＞13）ta）ir，）。然るに殺蝋乾繭方法と郷餌抵抗との関係についての基礎的研究涼少ないla）17）。

　蝕に於て著者笹は殺嫡，乾繭方法を墨こする各願の繭について解翻1揃抗を測竈し，併せ℃鑑縣晶質

欄査し識骸鞠力灘対謁藩齢繍轍み編
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験試料
昏種騨籔試鼎顯周製露るに嶺り螺生繭又はガ茜殺蠕繭は畏期葡傑瀞する瑠は不可能であ銑域る

期融瞬繊麟勲購舗蹴ガ磁虫瀦凝職嫡鰍燃撫蹴附る必要雛じ
た。これが爲矛備霧験潔行凶塩佑撫瑠ウ斜詠ゑ乾鰍洪鷺んど解鍔撮抗に影響を輿えない轟融ロつ

ナこ蟹藤麟難麟鰹鐸ウム嚇継鎌懲験騰け・牒験に於ても輔の脱畑シ
ウ購嚇騨翻麟麟騨瞬雛購・輝購藤醐欄は19碑轡鱗鰍蝋，
日115×鵡⑱怨義り・窯麟購撚購の蓼藤調蕪し騨，＿　、．

　生繭鼠（対照区）上籏後約工0日で曜ちに撫験に供し起。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　塩化カルシウム乾繭区　生繭を獄化カルシウムデシケー汐一申で殺輔，乾曝し・起》本乾迄に約沁日

　　間を要したo

　熱乾繭区．7鑑繭熊熱乾燥鷺で普覇乾燥を行つた。乾燥所要晦聞約8時間

　低温風力乾燥区婁生繭な本単部原料学研究皐雲駿嗣風力乾燥磯恥を用いて，温慶50。C関係灘慶桃0

　　～50％め下で乾燥しナこ。本乾迄に約t／2ng間を鱒し編

灘ダ雛弊縷肺～z2・］・・cの下’T・　’f“シ琳タ鞭騨て生韓繊馴49／1の灘ガ罐

　　嚇醸鱗鴎灘靴カルシウ嘱灘行Of。
二硫繊素殺駆デシ驚磐申1こ勘て生繭に切灘1．59／1の二硫’搬素が・スを滋時1膿触

　ノ旨・塩化カルシウム乾鰍癒つ彊。

　クロ開ルビクリン殺嫡区　デシゲ・一ター一・　Ptに於で卑繭に切膿度2。　Og／1のクロールビクリンガスを

　　2塒聞灘廊擁化カルシウム乾燥を行つfr・．。

　備参砦のtめに熱乾繭にwa　一“濃摩のクロールtf　4リンガスを10日間屡触させたものについても解鍔

抵抗を～則定しアこo
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鰍料の繍勘脳醐抵航淑喧槻Ω・によつて如）嫡3つの揚創こ伽て測燈し編
a，繭醐を3・秒，：L，2，蝿8鴻1紛の8凶こ変化し課細1餐40°嚥糸澱73・ぬ・i・・凱繰

　　糸しta揚合
2．繰糸搬73。Vぬ繍購間2分1・：一一・fitiして繰繍灘蝉・・8・°Cの3隙靴し闘含

3．繰糸搬6・・C，煮繭㈱紛1こ謎して，繰継灘4・，73，　L・7・：L3。lu／llt｛li・・）姻に靴し襯脅

蘇晶舷緻絡区共徽矧鎌紬↑yつ燃糸に傭齢嵐齢，糖耀腋しナ・。働こ
の齢の繰糸7．eeis£e－、tl、4，・・q繰継度はrr3m／miu，　k：wh定し甜・各識駆徹瓠蝋繭職鱗｝蝋

抗の閲係につ匠鰍し漁勲ら・蕃区辮継撚聴する拗脳・蝋榊㈱tt’　“C・9．

れを適用して行つ弛。

棚イ欄燗係澱69品％の下で・恥脚リ拶・により齢を広ぬ拶・蜘鰍轍
により試験し，類飾はパネルに魅V・弛ものな慷灘馴醍と照脅して採滋しナニ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翼繍果及び考繋

　　　　　　　　　　　　　　　　　1，煮繭時間と鱒野抵抗との聞係

　　　、　　　SS　t図　　　　　　　　　輿験の紬果撫泳ずと第1図の知くであるo
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　　　　　　　　　　　　　　　第工噛に見られる如く岡一條件に於℃鳳生繭蘇の解欝抵航

　　　　　　　　　　　　　　は最も小さ“。塩化カルシウム乾繭凶宏飽繭区に極めて鷺v、

　　　　　　　　　　　　　　値な派す。
　　　　　　　　　　　　　　　これより塩化iカルシウムにより坐繭の繭質歎懲勘殆んど凝

　　　　　　　　　　・　化舳して乾燥鵬ると騰さ鴻。轡働熾羅鐸離
　　　電　　　　・力繍区枇較構翻轍・」・で1撒藤灘礪鯨して
　　　　　　　　　　　　　　居る。、これ等の曲線よb　Mua繰糸條件と翻められて層る⑪、

　　　　　　　　　　　　　　工29／d；g）附近の解欝蝋抗に於いては蕪繭及び壌伽カル錠ウム

　　　　　　　　　　　　　　乾繭区が煮繭時闇のi変fヒに対して解欝撫抗が鱗敏騰鱗礁する

：・　　　，　の劇し謙舗鴎鰍的躍であ礪醐磯磁低
　　　　　　　　　　　　孤璽藷蔑纂繍設勢鱒覧翫ン殺購灘に縄い

α08・ @眺畿哩さ繊診騰誉繋議朧蹴柵、
　　　　　・の　　　0　　望　　8　　12　　1S　が，この曲線が他のものと異る点は煮繭蒔閥が叢くなると熱

　　　　　　煮繭㈱（mi・・　乾繭maの解膏瓢抗に近づ儲で麟・これは坐購調しり懲
　　　　　　　　　　　　　　　　i理し弛揚合は繭糸のセリシンの内蔀担クロ…一ルぱクljンが伶

，tt・．．・iS，11．．i’iiiこ1蕊ll謙繕lllll難

1　生繭区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一

蓋麟輪伽舗区　　購・耐し・難献魁ては比轍郷のセサシン聯

繊潔難．　　用癩縷譲鵜羅と叢號開．
轟燕漏鍔鋭謬警処駆　　　輿験の結果鰍すと節咽並びに第“閣勲ぎ著くであtsc
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第2図　　　　　　　　　　　　　第3図　　　　　　　　第2図，第3図に於いても
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　　　　　　　　　　　　　岡Wh繰糸條件に於ては生繭区

　　　　　　　　皿　　　の解冊抵批が最小であり，塩

　　　　　　　　　　　　　化カルシウム乾繭区，脊酸ガ

　　　　　　　　　　　　　ス殺蝋区，低温風力乾繭区，
　　　　　　　　VJ・
一　　　　　　　　　　　　　熱乾繭区，二硫化巌禦殺蝋区・

一　　　　　　　　　　　クロールぜクリン殺蝋区の順

　　　　　　　　Iv　　に増力口する籍が見られる。繰

　　　　　　　　皿　　　　糸温度上昇による解婿抵抗の

一　　　　　　　　V　　　，減少は，輿験の範囲内に於い

隔　　　　　　　笹　　　では，準行由勺に鳳つ大体直線

　　　　　　　　　　　　的に減少してV・るが，郷婿抵
　　　　　　　1　　　　航が小になると、幾脅繰糸濫

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　度の上昇による解欝抵航の降

　　　　　　　　　　　　下の割合が滅少する傾向を示

　　　　　　　　　　　　しているo煮繭時…間be畏くす

1　　　　　　　　　　　るか，或は繰糸遽度を逓くし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。

　繰糸海度の糟加による解術抵抗の増加は殆んと値線的に且つms　一‘傾斜で増加するが幾分上に凹の曲　　脚

線を画く傾向が見られる。

　伺第3図に於V・ては生繭区の曲線を塩化カルシウム乾繭区の曲線が，第工図及び第銘図に於けるよ

り間が離れているoこれは生繭区以外の試験区の測定が上籏庸2カ月以上経過している爲と難えられ

るoこれより同時に塩化カルシウムによる乾繭は，期日の経過と共に解蔚抵批が増加する專が認めら

れる。

　3．生糸の晶位成績

実験の結果は第1表の如くである。

　　　　　　　　　　　　第1表

｝｝鵜｝　詞｝uコ藪＝璽二遮L：：亜二＝禰　皿〕露菰7訂ヨマ冨
陣均騰醐（・・％）棒　均i徽区聞（95％）㈱嵐隅脚

生　繭　区i3．68
　　　　　　　　　　　塩化力融ウ嬬繭監3・　52
熱　　　　乾　　　　繭　　　　区　1　　3・42

低温．風力乾繭区｝3、44

轡酸ガス殺踊区　3．47
二：二　硫　イヒ　炭　繁殺虫菌　区　　　　　3。42

　　　　　　　　　　±如［ルビ刎ン糊区｝338

3，60凋｝3，76　　　　　　23，32

3．43一冒3、61　　　　　24，15

3，2韮N3，63

3，31凸3．う6

3，38一L・3，56

3，29e－3．155

3，32・｝3．44

23．92

22，30

25，　25

22，96

22．6！

21，37－．25．・27176．6　77
　　　　　　　22．88－一25。42　　　1　　38．4　　　　　　　89

22，23－－25・61　　1　　67・0　　　　　88

21．24－：23。36　　　｝　　57，5　　　　　　　90

23．98～26．5213乳3　86
21．正2～24，80　　　　　　42．1　　　　　　　90

21・13～24・　09i　3i・1　84
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　生繭区は強度最木であり，塩化カルシウム乾繭区及熱驚繭区を除く他の猷験区との闇獄舗厳の滋

が認められる。生繭以外の雛ミ験隊闇では有意の滋は認められないが，塩化カルシウム乾繭厳は蝋度穴

でクロe．tルぜクリン殺踊区は強度が小さV・襟に思われる。伸度は脅酸ガス殺蜥鼠が最火億撫添し，こ

れを除く試験区閥に於いては有憲の難は兄られない。

　抱脅猷験の結果はガス殺蠣繭区は概して他の乾繭区に比し小さV・値の1藥である◎樹塩化カルシウム

殺輔区も小さ，い償を示しており不審であるが，これらに関しては今庸の研究に倹たなければ確鑛な麟

は言えない。小節め祓繊も表に於ける結果のみからは決論づけられないが，盤繭隊は他の獣験譲より

劣つ歪即様である1大中飾は畿に苧尉ないが撤論を下す1軸こ糊黛ぞ騒に羅らな勲つナニ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要　　　　　　　　　　　　　　　’

　本研究により次の結果を褐漂。

　（1）塩化ヵルシウムによる磁繭の繭質を殆んど変化させすに乾燥する纂が嵐衆る◎

　②　低温風力轄燥繭及び轡酸ガス殺蝋繭の解傍概抗はEtUt　aの熱乾燥によるものより小惑い。

　（8）二硫化淡紫殺晒繭及びクロr一ルビクリン殺蜥繭の解婿瓢抗は1劉伏に火趣い億融承す。

　㈲妊適繰糸｛麟附抵に於V・ては・蝕繭及び撚化加レシウ騨雀繭は煮繭晦闘の変FEに対して解蕪蝋

　　抗が鋭脚こ変縮するのに対し，熱乾繭隊は比働勺安幾であり，轡酸ガ魂嫡繭及び低溜嵐力驚燥

　　繭はこれ簿の中間に鹿鵜　　　　　　　　　　　　　　．　　　　1

　㈲　生繭より繰糸しナこ生糸は強度たで，低淑風力乾燥繭，轡酸ガス殺輔繭，二硫化淡紫殺蝋繭及び

　　クpu一ルピクリシ殺輔繭より繰糸した飽糸の張度とめ間に明磯なi譲が見られるo飽繭癒除V・批賦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　鹸区聞では塩化カルシウム乾燥繭よO繰糸し懸生糸嫉弧度火で，クロールビクリン殺蠣繭より繰

　　糸しナこ血糸1よ強度小の様である。

　（6）欝酸ガス殺蠣繭より繰糸し弛生糸は伸度が大きい様に愚われる。

　．（7）ガス殺蝋繭より繰糸し旗生糸は概してi庖禽誠績が劣る様であ為。

樹本概ば昭和錯岬度螂薙桝攣研究費の補鵬ぞ尋て行い，二［9露阻月工9藤継紺磯露輝研究

発表会に於いてi発表し旗ものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　献　　　　　　　　　　　　糊

　L田・腱卿g26）上畷縣聯F禅按獲縣鞍鍵癬環
t2，墨塁粟緬σ93。γ養撫離講1盤魯2夢　’・　　’・－　　　1・

　3，　松承罫介（193ヲ）　t田寮蚕縣鎖轍誌　6奮2停

・　4，　　同　　　　上（1937）　　蜜糸温界幸繰　　46Z塾540セ｝

　5，　　窪田　　潤（1947）　　蚕系糸学染匿雑蘇　　12重審3芝タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　6，　寒田良儒（1941）　口本蚕綜学i鰍誌　12巻4暑

　7，　　厳旺多ζ江光太艮B（1942）　　製鯨　　10｝　113fa

　8，鰯　爽訴「m三忠（1942）　　繊維エ覇起学食需蒜　　7巻5暑

　9，　　松≒ド　　介（1950）　　日奉蚕強系挙聚華甕畠　　19巻6　セ》

　IO，林　貞ヨ（1932、上田寮編専門鎌校利学講演雄　鯵3輯

　ll．河倉義安（ig31）　郡楚製綜研究譲膏

　12．　F旬山講く三（1934）　　製糸糸2，“第13暑・

　13醒　林　　貞三E（1937～1938｝　1生張糸の国9繧10獲～10奮4嬰

　14．中川騒吉（1940．）寒京高蚕研銘報皆　2°総2暑

　15．　呼リIl屡妾吉（1947）　　蚕翻～零レ学　　　1奮3暑

　16．　謹…田　　澱1（194玉）　蚕纐～学斑髭霞懲　　12巻3嬰

　17，　同　　　　」ヒ（1942」　製系糸1〔浮　110竪



4率．演1＊・『醇潅の柳沢：繰糸毎匿プ：に：閲す一る研兜　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8重

18、　白…埠藁明（19．　51）　　対霞融1掲毅　　　　　　　　　．’　層　　　　　　　　　’

19・　串ド　　，貞…三（1629）　　」二田蚕締毒堅F引単横三1蚕路糸・業荘呼究戯購　　　　　　　　引

S・ummary
　　The　airtl1⑪rt’］IW三tfき111℃‘l　tlle　叉ロユw量1真く1i】し9　reslstまLll（　L｝of　tho　c（，（IOO】しs　lci】，led　t．）　1’dried　by　il｛｝11L¢　（ユi・ffα・9

◎コL’（；nLethods，　1し〕しd　exi｝）1’till（｝（三正th‘｝　qu几lit量e器　of　・亡he　ユ・εいv　麟1k　ユ・e●1ξ董｛I　frt，Tll　th気》　Ixlh｛，v（｝（／：0c‘｝1｝」，tyt，　m真d　ol）．

tai）le〔1　’the　ft）／k｝、vi］i9　1r唖｝惑兀11｛：S　：

　　（1）　C‘）eoolls　Cl｝lt　I）o〔lried｝，y　C亀レch1〈）ride“rithout　u’PI｝reeit｝ble縞ltGrαti‘♪1よof　・しhc　cし｝G‘）⑪Zlls　PIX，IIRCII・．

　　　　伽β。

〆2）田h・戯Wh・dh・9・醐撒・・e・f・t1・e・・C・職蝋・ied｝，画・・t　1・“｛”t叫・i・aLtu・，。・醐，d　by

　　　　HCN　g三曲1・w。・・tユ・鋤t蝋。’£　t’he　e（・・。・・i・，．・h・led　b｝・⑪rdi1卿h・芝、士，

　　（8）　　　ロコ蛋1G　 UIユ、v董1三（l　iユt9　　エ・Lliiis，　t：｝nce　 oヂ　　th“　　Ct‘）‘，｛〕‘｝］ls，　　1｛iUeごユ　1｝｝t　（jsa　

Ol，
@cliloi’e　　l）量Ct，ine　　gass　量恵「　very　

liisrhじ

　　（4）　Uii（，le．r　†ho　跡」し）d　coエNditio）／i　f〔，p　rceli1君，　the　τuハv三瓢di〕鳩rosista，駄ce　of　u駄d1・…e〔1　0㍗　1｝y　C’t／k（）！2

　　　　　d血’led　eoe（，OlしS　（，ha加Lge尽　：ha・vl）1＞r　“，　itlh　thQ　eoe（｝Oll　〔三｛｝Qkhlg　tiU・U｝，　1．｝U毒　t1U竃ヒ　‘｝f　or（li】：vavity　d亘暖¢d、

　　　　　（’…し囎1呂vcry旨士1もble、　TIle　1・e3ist乞蹴⑪f　t1・・c。c。。）rs】・UM　by　l1CN　gI・Sく・五・drM’1脚h・

　　　　　＆t　Iり、v　’tem1｝Ωra’tモr！ゆo　　i呂　｝x｝’tsyeeai　th⑪1rL、

　　　　　　　　　　　　　ぼ

㈲田1樹’aw　5ilh・¢！。・l　f潔・ni　zra（．lriecl…te・・），Ls　i漁夏・9ぬ・tl・Ut／Ng’tlz，蹴d傭・註W¢C】ea・　clifrf’殉

　　　　　eren¢es　bet“ree）i　tlie跡tro㎎tll　uri（l　t1M馬・t　1・aelacl　frく，ユu　tlu｝eQuo｛）1』邸driod　1）y　1ルir朗二　low　te獄P｛｝鱒

　　　　　・漁・°…th・・e　ki11・・ロ・y　HC蕊幽C鞠…md、・hl・・G　1輔恥騨．澱・曜i・，罵t1聡職w・ilk

　　　　　f・’・n’i　’Trtidi’iecl　e・C・・rLg，　the・UW　：　’ilk　i”i’oni　the・…Q鵬d・i。d　1～y　C麟α、爵。。鵬Ja．vge・　ip，／f　t1・LM．

　　　　　gt．1いmd　th就・・ee1・d　fl・・1・1　th・・蜘・ug，1・ilM　hア・1如・e　l・1・・h、噛，，ee細姻1、

、／魁課瞬“W畔岬・cl’f・…甑糊融il1・d　by　1エCN騨聡m・1・剛瞬1蝋蜘・，
1（の管晦・・轍i盤圃・df・。・漁・・。・⑪，期副1繭yth。脚、繊、塒1。、》li五「，。h蜘1“．

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

じ


